












































2020 年は入院症例に対し新規で 53 例の介入依頼をい
ただき、前年の 25 例から倍増となった。また、緩和ケア
診療加算は 970 件を算定することが出来、2019 年の 343
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図⚑ 診療科別外来化学療法室利用状況（診療科別外来化学
療法加算件数）
































































図⚓ 入院患者新規介入依頼数（診療科別) 図⚔ 新規介入依頼内訳（疾患別)
⚕．2021 年にむけて
現在、入院だけではなく外来治療にも重きを置く時代
背景がある。がん治療においても同様であり、生活と治
療の両立が重要な課題と言える。外来化学療法室・緩和
ケアチームともに患者・家族の置かれている生活背景を
評価しながら適切なケアを提供できるよう、今後も積極
的に活動していきたいと考える。
また、近年早期からの緩和ケアが提唱されているが残
念ながら当院では対象患者に届けられていない場面が見
受けられる。原因を探索し必要な患者に緩和ケアを確実
に提供出来るよう努めていきたい。
53
